
１．はじめに
長鼻類化石の研究において歯種同定は最も基本的で

かつ重要な作業である．歯種の判定を誤ると，その種

の臼歯の特徴を誤解したり，年齢の査定を間違えるこ

とになる．しかし，そのような歯種同定の誤りはこれ

までに報告されている標本にも意外に多く，訂正する

必要を生じている．その原因として，歯種の同定をお

もに臼歯の大きさや残存する咬板数によって判断して

いたことにある．しかし，臼歯の大きさや咬板数は標

本の保存状態や咬耗によって大きく左右されるため，

標本によっては正確な同定ができないことがある．そ

の一例として，高橋ほか（２００８）は北海道中川郡幕別

町忠類より産出したナウマンゾウ標本（忠類標本，亀

井，１９７８など）の再検討を行い，今まで第２大臼歯と

されていた臼歯化石を第３大臼歯に再同定した．この

結果，これまで２５歳程度の若いゾウと考えられていた

ものが５０歳過ぎの老獣であると改められた．また，筆

者らは近年，矮小化した長鼻類化石の観察を行ってい

るが（北川ほか，２００８a），このような場合，大きさや

咬板数だけで判断することは非常に困難である．

そこで本研究では，ナウマンゾウの臼歯化石を用

い，中でも産出数の多い第２大臼歯と第３大臼歯の比
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較を行った．その結果，第２大臼歯と第３大臼歯の形

態的特徴の傾向が明らかになってきた．本研究の観察

結果を用いて現在までに報告されている標本の再検討

を行った．以下に述べる７標本について歯種の同定を

改めた．同定を改めた標本には実際には第３大臼歯で

あるにもかかわらず第２大臼歯やもっと前の段階の歯

種に同定している例が多かった．このことは，見かけ

上小型の臼歯では，若い歯種に同定してしまう可能性

が多い事を示している．

２．標本と計測
本研究には京都大学理学部地質学鉱物学教室所蔵標

本（Makiyama，１９２４；Makiyama，１９３８など），野尻

湖ナウマンゾウ博物館所蔵標本（野尻湖哺乳類グルー

プ，１９９３；高橋ほか，１９９１），宝樹寺所蔵標本（北川

ほか，２００８b），国立科学博物館所蔵標本（Hasegawa，

１９７２），広島大学総合博物館所蔵標本（北川ほか，

２００６a，b），和歌山県立博物館所蔵標本（北川ほか，

２００８b）を用いた．

本研究で用いる用語は長鼻類団体研究グループ

（１９９１）に従い，臼歯の咬耗ステージは高橋・張

（２００７）の Laws class（Laws，１９６６）とナウマンゾ

ウの対比表のグループ（以下 G．）分けに従った．計

測法は高橋（１９９１）に従い，山越製作所製のマルチン

氏式人体計測器の桿状計，ミツトヨ製の歯科技工用デ

ジタルポイントノギス，およびシンワ製大型角度計を

用いた．

３．第２大臼歯と第３大臼歯の比較
比較は咬合面観，側面観，遠心面観，歯根面観で

行った．以下にそれぞれの方向から見た特徴を上顎歯

と下顎歯に共通してみられる特徴（【共通】として記

載），上顎歯に特徴的な形態（【上顎】），下顎歯に特徴

的な形態（【下顎】）を記載する．図１の番号は以下の

記載の番号と対応している．

１）咬合面観

� 歯冠の形状

【共通】

① 最遠心の咬板近くまで咬耗した標本の遠心

縁は，第２大臼歯で遠心に膨らむ U の字型

が多いのに対し，第３大臼歯は遠心に尖る傾

向がある．高橋・張（２００７）はこの形態を

teardrop shape という用語を用いて記載し

ている．また，この形態的特徴は特に下顎歯

に顕著である．

【下顎】

② 第３大臼歯の咬板の幅は，中央に向かって

膨らみ，中央付近から遠心に向かって細く

なっていく傾向があるが，第２大臼歯では第

３大臼歯ほど顕著には変わらないか，遠心に

向かってやや幅が広くなるものもみられた．

③ 第３大臼歯は第２大臼歯に比べて近－遠心

軸が強く湾曲する傾向がある．しかし，咬耗

の進んだ第３大臼歯では，直線的となる．

� エナメル輪の形状

【共通】

④ 高橋・張（２００７）が指摘しているように，

G．２８程度に咬耗すると，中央裂溝が発達し，

頬－舌側方向に２つに分かれるエナメル環が

みられるようになる．同様の形態が見られる

第２大臼歯もあるものの，第３大臼歯のよう

に２－３列連続することは無く，大抵最遠心

咬板のみに見られる．

⑤ 最遠心の副咬板まで咬耗した標本では，第

３大臼歯は最遠心に１つだけエナメル環が観

察されることが多く，第２大臼歯は頬－舌側

に長いエナメル輪であることが多い．

２）側面観

� 咬合縁

【下顎】

① 第２大臼歯の咬合縁は比較的直線的であ

る．第３大臼歯は咬耗の初期では直線的であ

るが，中期には歯根側に向かって凸湾する．

しかし，より咬耗が進むとまた直線的になる

傾向が強い．

� 遠心縁

【上顎】

② 第２大臼歯で，最遠心まで咬耗の進んでい

ない標本（G．１８以前）では，未萌出の咬板

の咬合縁と隣接面が特徴的な「く」の字形を

呈す．第３大臼歯において G．２６程度までみ

られる「く」の字はより緩やかである．

③ 最遠心まで咬耗が進んだ第２大臼歯では

（G．１８程度），咬合面と遠心縁がなす角は鋭

角になる．一方，第３大臼歯の咬耗が進んだ

標本では，その値は垂直に近くなる．

【下顎】

④ 第２大臼歯において，咬合縁と遠心縁のな

す角は，直角に近いが，咬耗が進むとその角

度は小さくなる．一方，第３大臼歯では，咬

耗初期から中期の段階ではなめらかな曲線を

描き，歯冠全 体 の１/３が 失 わ れ る こ ろ

（G．２７前後）になると，その角度は直角に

近い．
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図１．第２大臼歯と第３大臼歯の比較．
a：HM-２０７，b：HM-０１３，c：HM-００９，d：HM-０１４，e：HM-０１５，f：HM-２３５，g：８N�J-２８，h：HM-００８，i：HM-２３４，j：HM-０１４，
k：７４�n，m-１（５７０３），l：７NY１４-３１，m：TIM２２０８．a，b，c，d，e，f，h，i，j は宝樹寺収蔵標本．g，k，l は野尻湖ナウマンゾウ博
物館収蔵標本．mは国立科学博物館収蔵標本．
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� 咬合面角

【上顎】

⑤ 第３大臼歯の咬合面角は咬耗が進むとその

値が大きくなる，特に G．２６以降は，咬合面

に対して垂直に近くなる．一方，第２大臼歯

では，最終咬板が咬耗する程度まで咬耗が進

んでも６０度程度の角度を保つ．

� 各咬板および歯冠全体の湾曲

【下顎】

⑥ 第３大臼歯は第２大臼歯に比べ各咬咬の湾

曲が強い傾向がある．特に第２大臼歯におい

て，その最遠心の咬板は直線的である傾向が

みられる．

⑦ 第２大臼歯において湾曲がみられる標本に

は，歯根側１/３程度のところで近心に凸湾

する標本が多い．一方，第３大臼歯では，咬

板の中央付近で強く湾曲する傾向がある．ま

たこの際，それぞれの臼歯の歯根側におい

て，第３大臼歯の各咬板は歯根側に向かって

広がる傾向がみられる．一方，第２大臼歯は

第３大臼歯に比べて広がらず，平行に近くな

ることが多い．

⑧ 第３大臼歯は，S の字型に湾曲する傾向が

ある．

⑨ 第３大臼歯は第２大臼歯よりも歯冠全体が

湾曲しているように見える．

３）遠心面観

【共通】

① 上下ともに第２大臼歯は広く平坦な隣接面

に明瞭な接触点がみられる．第３大臼歯にお

いても時に隣接面のような平坦面が観察され

ることがあるが，接触点は見られず，結節状

の副咬板が見られることが多い．

② 第３大臼歯では中央裂溝がよく発達するこ

とが多い．

４）歯根面観

� 全体観

【共通】

① 第３大臼歯では，上顎，下顎ともに遠心に

向かって咬板の幅は広がり，歯冠遠心側

１/３程度のところで最も広くなる．さらに

遠心側に向かうにつれて幅は狭くなる．一

方，第２大臼歯では，遠心に向かって幅が広

がる傾向がある．

② 最遠心の歯根の形状は，第２大臼歯では頬

－舌側に長く，平坦になるが，第３大臼歯

は，尖る傾向がある．

③ 上顎第３大臼歯の咬板は，歯根側からみる

と近心に向かって凸湾し，下顎第３大臼歯の

咬板は，近心に向かって凹湾する．一方，第

２大臼歯ではどちらも比較的直線的である．

� 歯髄腔および各咬板の髄室の形態

④ 歯冠と同様に第３大臼歯の歯髄腔の頬－舌

側幅は遠心に向かって広くなり，歯冠の

１/３程度を過ぎると狭くなる．対して第２

大臼歯は遠心側ほど広くなる．

⑤ 髄室の近－遠心長は第２大臼歯の方が狭

く，潰れた長方形のような形状を呈すのに対

し，第３大臼歯は長円形である．特に第２大

臼歯の最遠心は，その中央部で近－遠心方向

に狭まる．

⑥ 第３大臼歯の最遠心の咬板の髄室は丸く小

さい．

３．形態的特徴による標本の再検討
本研究により観察された形態的特徴をもとに，現在

までに報告されているナウマンゾウ臼歯化石の歯種の

再検討を行った．検討を行った標本は，徳島県立博物

館，柏崎市立博物館，野尻湖ナウマンゾウ博物館，国

立科学博物館，宝樹寺に所蔵されている標本である．

これらの標本のうち，以下の標本について歯種の再検

討を行った．

１）徳島県立博物館所蔵標本

中尾（１９９４）により報告された瀬戸内海鳴門海峡

産の標本のうち，次にあげる４標本．

� 標本番号：TKPM-GFV１０４９（図版Ⅰ，１a－b）

原報告：下右第２？大臼歯

最近心の副咬板と１２枚の咬板を有する標本であ

る．咬合面よりみると，歯冠は舌側に向かって強

く凸湾する（咬合面観③）．側面からみると，咬

合縁の凹湾は強い（側面観①）．また，各咬板の

湾曲も強く，歯冠の中央付近で最も湾曲している

（側面観⑥，⑦）．歯根側の咬板は欠損している

ものの，歯根側は平行ではなく，湾曲により広

がっている（側面観⑦）．以上の形態的特徴によ

り，本標本は第３大臼歯に同定すべきである．

� 標本番号：TKPM-GFV１０７２（図版Ⅰ，２a－c）

原報告：上左顎第２大臼歯

１０枚の咬板を有し，近心は咬耗により失われて

いる．咬合面からみた遠心縁の形態は U 字形に

近く，遠心面は比較的平坦な面をなす．この遠心
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縁や遠心面の形態は第２大臼歯に近いが，最遠心

の咬板まで咬耗しているにも関わらず接触点が観

察されないことや，歯頸線付近に結節状のふくら

みがみられる点において（遠心面観①），第２大

臼歯の特徴とは異なっている．咬合面よりみる

と，７枚目と９枚目の咬板のエナメル輪が左右２

つに分かれている（咬合面観④）．側面観におい

て，咬合面角の値が頬側で８２度，舌側で８０度と非

常に大きい（側面観⑥）．同様に，遠心縁も咬合

面に対して垂直に近い（側面観④）．歯根面にお

いては，歯髄腔の形態は丸い（歯根面観⑥）．以

上の形態的特徴より，標本は第３大臼歯に同定す

べきである．

� 標本番号：TKPM-GFV１０７９（図版Ⅰ，３a－c）

原報告：下右第１大臼歯

１０枚の咬板と，最遠心に副咬板を有する．近心

は咬耗によって失われている．咬合面からみる

と，遠心縁は尖っている（咬合面間①）．９枚目

の咬板のエナメル輪は２つに分かれている（咬合

面観④）．遠心面において，明瞭な接触点はみら

れず，結節状の副咬板が認められる（遠心面観

①）．歯根側よりみると，歯髄腔の形は丸く（歯

根面観⑤），咬板の形状は近心に向かって凹湾す

る（歯根面観③）．歯髄腔の形態は，頬－舌側幅

が遠心に向かって広くなり，歯冠の１/３程度を

過ぎると狭くなる．（歯根面観④）以上の形態的

特徴より，本標本は，第３大臼歯に同定すべきで

ある．

� 標本番号：TKPM-GFV１０８０（図版Ⅰ，４a－b）

原報告：下右第１大臼歯

７枚の咬板と最遠心の副咬板を有し，近心に欠

損がみられる．咬合面よりみると，最遠心に結節

状の副咬板がみられ，明瞭な接触点はみられず

（遠心面観①），遠心縁の形態がとがっている

（咬合面観①）．歯根側よりみると，歯髄腔の形

態は丸く（歯根面観⑤），咬板は近心に凹湾する

（歯根面観③）．以上の形態的特徴より，本標本

は，第３大臼歯に同定すべきである．

２）野尻湖ナウマンゾウ博物館所蔵標本

標本番号：１１N Ⅰ B１１－１７（図版Ⅰ，５a－c）

原報告：左下顎第２大臼歯

１９９０年の第１１次発掘の際に産出し，野尻湖哺乳類

グループ（１９９３）によって左下顎第２大臼歯に同定

された標本である．１１枚の咬板と最遠心に副咬板を

有し，近心は咬耗により失われている．最近心の咬

合板は歯根のみを残す．

咬合面からみると遠心側の４つの咬板では中央列

溝が発達し，２つのエナメル輪に分かれる（咬合面

観④）．側面からみると，歯冠も咬合縁も強く湾曲

する（側面観①，⑨）．遠心面に平坦な面が確認で

きるものの，明瞭な接触点はみられず，遠心面の歯

冠の歯根側は膨らんでいる（遠心面観①）．各咬板

の髄室の形はマトリクスに覆われており確認はでき

ないが，歯根の遠心縁は尖っている（歯根面観

②）．以上の形態的特徴から，本標本は，第３大臼

歯に同定すべきである．

３）柏崎市立博物館所蔵標本

標本番号：M－９（図版Ⅱ，１a－b，２a－b）

原報告：左右上顎第１大臼歯

１９８６年に新潟県柏崎市鯨波から産出した標本で，

柏崎ナウマンゾウ研究会（１９８９）や柏崎ナウマンゾ

ウ研究会哺乳類班（１９８９），柏崎ナウマンゾウ研究

会（１９９１）などにより左右の上顎第１大臼歯として

報告された．右は１０枚，左は８枚の咬板を残し，近

心は失われている．形態的特徴や咬板数は本研究に

より再検討した徳島県立博物館所蔵標本 TKPM-

GFV１０７２に近い．左右ともに顎骨の一部が残って

いるが，臼歯は最遠心まで咬耗しているのにも関わ

らず顎骨中には後続の臼歯が形成されていない．遠

心面よりみると，明瞭な隣接面はみられず，接触点

もみられない（遠心面観①）．側面からみた遠心縁

はほぼ垂直であり，咬板が咬合面に対して立ってい

る（側面観④）．咬合面角も右臼歯舌側の８枚目の

咬板で８２度，頬側の６枚目の咬板で９０度と大きい

（側面観⑥）．左臼歯も同様である．右臼歯の方が

歯冠の全体湾曲が強い．

宝樹寺所蔵の左右上顎第１大臼歯（HM－０２０：北

川ほか，２００８b）と比較をすると，本標本は最遠心

まで咬合摩耗しているにも関わらず咬合面角が非常

に大きい点や（HM－０２０は左右ともに５０度前後），

遠心面に隣接面や接触点がみられない点など，明ら

かに形態的特徴が異なっていた．そして，これらの

形態的特徴はどれも第３大臼歯の咬耗の進んでいる

標本に特徴的にみられる特徴であり，以上のことよ

り，本標本は第３大臼歯と同定すべきであろう．

４）国立科学博物館所蔵標本

標本番号：NSM PV－１５４８３－１（図版Ⅱ，３）

原報告：左下顎第２大臼歯

千葉県佐倉市上別所から産出した標本で，犬塚ほ

か（１９７５）により，右下顎第２大臼歯と同定された

標本である．近心は咬耗により失われており，１０枚
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の咬板を有する．咬合面よりみると，９枚目のエナ

メル輪は２つに分かれており，最遠心の咬板のエナ

メル輪も中央でくびれている（咬合面観④）．歯冠

の形態は歯冠中央部で広く，遠心ほど細くなる（咬

合面観②）．遠心面には平坦面が観察されるが，接

触点は観察されない（遠心面観①）．歯根は舟形で

その遠心側は尖っている（歯根面観②）．以上の特

徴から，本標本は第３大臼歯に同定するべきであ

る．

犬塚ほか（１９７５）は本標本の下顎骨が第２大臼歯

としては大型であると指摘しており，また最大径

１３２mm，推定全長は１７００mm にもなる大型の切歯

をともに報告している．この値は忠類標本の切歯の

長さと太さに匹敵するものである．このことも若い

個体ではなく，十分に成長した個体であったことを

示していると考えられる．

５）宝樹寺標本

標本番号：HM－２１０（図版Ⅱ，４a－b）

原報告：左下顎第３大臼歯

北川ほか（２００８b）により左下顎第３大臼歯と同

定された標本である．最遠心の副咬板と７枚の咬板

を残しており，歯冠幅４７mm，最大歯冠長１２２mm

と非常に小さな標本である．大きさとしては第４乳

臼歯と同程度であるが，咬合面からみた遠心縁が

尖っていること（咬合面観①），最遠心に１つだけ

エナメル環がみられること（咬合面観⑤），近心か

ら６番目の咬板のエナメル輪はその中央でくびれて

いること（咬合面観④），遠心面には隣接面や接触

点がみられないこと（遠心面観①），歯根側からみ

ると，歯根の遠心縁は尖っていて（歯根面観②），

歯髄腔の形態も丸い（歯根面観⑥）など，本研究に

より第３大臼歯の特徴として観察された特徴が多く

みられた．よって，本研究においても北川ほか

（２００８b）の同定結果を支持し，本標本は第３大臼

歯であると考えられる．

４．計測値の比較
中尾（２０００）は，瀬戸内海や野尻湖などの地域の第

３大臼歯の歯冠幅，エナメル質の厚さ，咬板頻度をグ

ラフにまとめた．この図に本研究により検討した８標

本の計測値をあてはめ，比較を行った（図２）．その

結果，エナメル厚，咬板頻度の比較においては，上顎

歯，下顎歯ともに全ての標本が第３大臼歯の計測値の

変異内に収まった．しかし，歯冠幅の比較において

は，HM－２１０，TKPM-GFV１０８０，TKPM-GFV１０７９

の３標本が変異から外れた．HM－２１０は歯冠側面に

一部欠損がみられることから本来あった大きさよりも

小さな値を示していると考えられるが，TKPM-GFV

１０７９と TKPM-GFV１０８０は歯冠に一部欠損はあったと

しても計測値に大きな影響を与えるほどではない．両

者ともに非常に咬耗が進んでいる標本であるため，値

が小さな値を示しているのであろう．

図２．再検討標本の計測値の比較．中尾（２０００）の図をもとに作成．
①：TKPM-GFV１０７２ ②：M-９（右） ②’：M-９（左） ③：HM-２１０ ④：TKPM-GFV１０８０
⑤：TKPM-GFV１０７９ ⑥：TKPM-GFV１０４９ ⑦：NSM PV-１５４８３ ⑧：１１N�B１１-１７．
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５．まとめ
１）ナウマンゾウの第２大臼歯と第３大臼歯の形態を

比較し，それぞれの臼歯にみられる特徴の差異を明

らかにした．

２）観察された形態的特徴をもとに，現在までに報告

されている標本の中から７標本について同定を改

め，１標本について再確認した．

３）検討した標本について計測値の比較を行ったとこ

ろ，全ての標本がエナメル質の厚さ，咬板頻度の値

は第３大臼歯の変異内に入った．しかし，歯冠幅で

は３標本が変異内から外れた．今後，咬耗が進むに

つれて歯冠幅の値がどの程度変化するのか検討する

ことが必要である．

４）歯種同定はその咬耗状態や保存状態を考慮したう

えで，形態的特徴，咬板数，大きさ，切歯や骨格を

伴っている場合にはその成長の程度を含め，総合的

に判断して行うべきである．

５）今後，本研究により明らかになった形態的特徴が

他種の歯種判定にも用いることができるか検討を

行っていきたい．
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図版Ⅰ

１－４．徳島県立博物館標本（中尾，１９９８）

１．TKPM-GFV１０４９（右下顎第３大臼歯）

a．咬合面 b．頬側面

２．TKPM-GFV１０７２（左上顎第３大臼歯）

a．頬側面 b．咬合面 c．遠心面

３．TKPM-GFV１０７９（右下顎第３大臼歯）

a．咬合面 b．歯根面 c．舌側面

４．TKPM-GFV１０８０（右下顎第３大臼歯）

a．咬合面 b．頬側面

５．野尻湖ナウマンゾウ博物館標本

（野尻湖哺乳類グループ，１９９３）

１１N Ⅰ B１１－１７（左下顎第３大臼歯）

a．咬合面 b．舌側面 c．遠心面

スケールは１０cm

図版Ⅱ

１－２．柏崎市立博物館標本

（柏崎ナウマンゾウ研究会，１９８９ほか）

１．M-９（左上顎第３大臼歯）

a．頬側面 b．咬合面

２．M-９（右上顎第３大臼歯）

a．頬側面 b．咬合面

３．国立科学博物館標本（犬塚ほか，１９７５）

NSM PV-１５４８３-１（左下顎第３大臼歯）咬合面

４．宝樹寺標本（北川ほか，２００８b）

HM-２１０（左下顎第３大臼歯）

a．頬側面 b．咬合面（原寸大）

スケールは４b のみ１cm，ほかは１０cm
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